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お好み焼き屋の入れ墨ばあちゃん

秋代は早、還暦を疾(と)っくに過ぎ、頭には白いものが覆って

いた。一人でお好み焼き屋を切り盛りし、近所の人たちに囲まれ、

平穏に、物静かに暮らしている。

その店は鉄板の前に五、六人が座れば一杯になる席と、隅に小さなテーブルが一つという、こぢんまりとした店である。店内は、今流行のもので飾りたてることもしていないが、さりとて飾り気がまったくない訳ではなく、こざっぱりとして、親しみの持てる店であった。

それまで、秋代のことを呼ぶのに、秋代さんでは馴れなれしいし、女将(おかみ)さんでは何か他所よそしいし、おばあちゃんと呼ぶのは、まだ、杖をついている訳でもないから早いし、呼ぶのに言葉が詰まることもあったが、この前、秋代が、つい、「孫が出来た」と漏らして以来、秋代のことを皆(みんな)が「おばあちゃん、おばあちゃん」と呼びだした。当のおばあちゃんこと秋代は、血縁関係にない者から「おばあちゃん」と呼ばれるのは大いに抵抗があった。初老を迎えたとはいえ、足腰は達者であり、なおさらの事であった。しかし、親しみを以(も)って呼ばれるので、まあまあ、当然のこととして受け入れているのであった。

秋代は今こそ平穏、物静かに暮らしてはいるが、背中には重いものを背負っていることなど、ついぞ知っている者は居なかったし、それでよいのであった。

そんな或る日の昼下がり、秋代は、いつもの、灰色の長袖の

シャツに茶色のジャージーの、ゴムで止めるズボンを穿(は)き、ひらひらの付いた白いエプロンを掛けるという相変わらずの身形(みなり)で、お好み焼きを焼いた後の鉄板の上を大梃子(おおてこ)でこすり、掻き集めてきれいにしていた。

そこへ、入口のガラス障子の戸が、がらがらと開き、一人の男が入ってきた。秋代は、

「おいでやす」

と一瞥(ちょっと見)ると同時に、目はてっぱんに落とし、大梃子

(おおきい方のへら)は動かしつづけていた。

その男は五十歳前後、頭は秋代ほどではないが、やはり、白いものが混じっており、ネクタイを絞め、革靴を履き、きちんとした出(い)で立ち、少し大きいボストンバッグのような鞄を持っている。男は鉄板を前にして背もたれのない椅子に腰を降ろした。その時、秋代は、

「何しまひょ」

と笑顔で声を掛け、その男を見たが一見(いちげん)の客に見えた。

「唯(ただ)次郎です、お懐かしゅう御座います、お久し振りです」

秋代は初対面と思(おぼ)しき客から「久し振り」と言われ、

きょとんとしている。

「無理も御座いやせん。お百合姉さん……」

その名前を聞いた瞬間、秋代の顔は強張(こわば)りつき、その男を繁々と睨みつけた。お百合こと「野咲百合乃」は遠い昔に捨てた名前である。

「私(あ)っしゃあ辰五郎んとこの唯次郎で御座いやす。あの頃は私っしゃあ、まだ子供で、お百合姉さんは私っしのこたあ(事は)覚えて貰っちゃあいないでしょうが、私っしはお百合姉さんのこと、よく覚えておりやす」。

秋代は唯次郎と名乗り、自分のことを懐かしいと言う、唯次郎なる男を繁々と見つめた。

「あっ、古本(ふるもと)はんとこの……」

「へえ、そうです、覚えてて貰って…」

そう聞くと秋代は咄嗟(とっさ)に外へ出、急いで、暖簾を仕舞い込み、裏が白紙のチラシを持ってきて、

「当分の間休業します　秋代」と書き、ガラス戸に貼った。

秋代は唯次郎の手を引っ張るようにして店を出て、鍵を掛けた。

入れ違いに常連客がやって来たが店は閉まっている。

「どないしたんや、店、閉まってるがな」

と、その客、照郎は独り言を言った。そこへ、もう一人、常連客の博がやって来た。

「何や、きょう、休みかいな」

「きょうだけと違うみたいやで。《当分…》と書いてるがな。おばあちゃん、何処(どこ)ぞ具合が悪いんかいな」

と照郎が話す。

「そんなら、おばあちゃん、先(さっき)、角を曲がっていくの見たで。そやから、買い物か、何かや、思うとったわ」

と、博。

そして、三人目の客、政一に、

「おばあちゃんな、どっかへ行ってもうてんてぇ(行った)」

と、博が話すと。政一が、

「おばあちゃんな、先っき、逢(お)うたで。わい(私)も、そない、掛からんと帰るもんや、思うて来たんや」

「えーっ」

とその場に居あわせた客の視線が一斉に政一に注いだ。

「何処(どこ)で逢うてん、おばあちゃんと…」

「いやあ、一寸前、すれ違(ちご)うたで」

「どないな(どんな)様子やった？」

「なんや、えらい(大変)血相を変えるっちゅうか、映画の主人公がな、これから喧嘩しにいく、いうような顔つきやったで。えらい、凄みがあってこれまで見たことない綺麗(きれい)

やったわー」

照郎が、

「おばあちゃん、元々、綺麗や、さかいな」

照郎の隣に立っている、博が喋った、

「何か、事件に巻き込まれたんかいな」

「そない(そう)、言うたら、男が後を小走りに

付いとったで」

「なんぼ位の人間や」

「そうやなあ、五十過ぎぐらい、違うか(であろう)。服装はきっちりしてたで」

秋代は財布を懐に入れただけの、着のみ着のままで唯次郎を

連れだしたのであった。唯次郎の存在を皆に知られたくなかった。唯次郎のことを聞かれると、必然、自分のことも話さなければならなくなる。知られたくないことが知られてしまう。そうなると

拙(まず)い。

　裏道からいつの間にか十三号線沿いを歩いており、時折、自転車に乗った人や、乳母車を押している人などの通行人とすれ違い、遠くで踏切が閉まる音がしている。

　秋代は早足で歩きながら唯次郎に話しかけた、

「どうして、私(あ)たしがあそこに居ることを知ったんだい」

言葉が秋代から百合乃に変わっている。

「何年か前に、誰から聞いたか忘れましたが、こっちでお好み焼きをやったはる(やっておられる)と聞いていたもので…。それで、こっちへ来て、電話帳を片っ端から調べて電話して…、漸(ようや)く…」

やったはる、と聞いて百合乃は片頬を緩めた。

「その時、＝野咲百合乃＝と聞いてないだろうね」

「へえ、そりゃあ、もう…」

「で、なんて聞いたんだい」

「へえ、先ず、『おばあちゃん居ますか』って」

「そうかい、そりゃあそうだよね、孫が出来たんだもの。もう、どう見ても、おばあちゃんさ…」

一抹の寂しそうな顔をしている百合乃に、唯次郎は何か悪いことを言ったような気がした。

　秋代こと、「野咲百合乃」はその昔、唯次郎の父、辰五郎に助けられた義理がある。さらに歩きながら、

「それで、ここへやって来た訳は、私(あ)たしをわざわざ訪ねてきた訳は何だい。多分、余程、困っての事だろうけど…」。

「実は、…女房と子供を連れていかれまして…」

それを聞いた秋代は、百合乃は

「えーっ」　　「何で、また…」

と絶句して立ち止まり、そして唯次郎の顔を覗き込むように見つめた。唯次郎も立ち止まったが二人とも歩きだした。

「実は博打でやられまして」

「どの位、やられたんだい」

「五千万ほど」

「何、五千万？」

秋代も歩きだしていたが再び立ち止まり、唯次郎の

方に体を向けた。

「それで、上様(かみさん)と子供を形(かた)に取られたのかい」

「へーえ。それは一晩で、かい」

「へーえ、一晩で…」

二人はまた歩き始めた。

「子供は幾つだい」

「二十歳(はたち)で…」

「男の子かい、女の子かい」

「娘です」

「やっぱりねぇ、二十歳と言やあ、娘盛りで一番綺麗な時じゃないか、私(あ)たしゃあ、おばあちゃんになってしまったけど」。

　そうして、切り盛りしているお好み焼き屋からは、かなり離れ、最早、この辺りで秋代を知る者はいない所まで来た。

　急ぎ足で歩いたので少し疲れ、国道から少し入った所に喫茶店があり、そこへ入った。その喫茶店は、地階、一階、二階、と、床を三面に分けている、が、元々、地階も一階も二階も段差を設けている程度で実質の三階建てではなかった。

　百合乃は人目につきにくい三階へ上がった。奥の角のテーブルが空いており、側に鉢に植えられた観葉植物がある。そこへ差し向かいで座った。百合乃は小声で、

「しかし、非道い事をしやがるもんだねえ」

「へえ、私(あ)っしの力が足りないもんで」

ウエイトレスが注文を取りにやって来、コーヒーを注文した。そのウエイトレスは深緑の半袖の上着に半丈(はんたけ)のスカート、白い頭飾りと同じ意匠のスカート丈の半分のエプロン、脛(はぎ)は細いが、大腿はむっちりとしていて三分の二がはみ出しており、必然、唯次郎の目が向く。

「で、誰にやられたんだい」

「百太郎に、でして……」

「そうか、あの野郎、まだ生きていやがったのか」

「まあ、お百合姉さんと同じ年代ですからねぇ…」

「はははあ、そうかあ。しかし、あのげじげじ野郎、本当にもう…さっさと……」

唯次郎は黙って大きく頷き、百合乃は頬杖をついた。

「また、どうしてそんなにやられたんだい。しかし、上様(かみさん)と娘を取られたんじゃあ、ぐずぐずしちゃあ、いられないねえ」

「へえ、しかし十日、呉れっ、つって(と言って)ますから…」

「それで、げじげじ野郎が承知したのかい」

「へえ、まあ、一応…」

「当てにしない方がいいよ、急ごう」

「…………」

唯次郎は返事に窮している。

「やられちまったら元も子もないよ」

「えっ、そんなことしますかねえ」

「するか、しないか、ではなく、とにかく行こう」

「？　何処へ？」

「決まってるじゃないか、げじげじのとこだよぅ。お前さん、その積もりで、私(あ)たしを連れにきたんじゃあ、ないのかい」

「いえっ。あ、いや、そうして下されば大助かりで…。何分、藁(わら)をも掴む思いで来たものですから」

と、唯次郎に笑みがこぼれる。

「じゃあ、私たしゃあ、藁かい」

百合乃は片頬を緩め、上目使いで言った。その上目使いがぞくぞくする。これに応えて唯次郎は困ったような顔つき、少し大きな声で、

「藁だなんてとんでもない、お百合姉さんは私(あ)っしに

とっちゃあ五重の塔の心柱（しんばしら）で…」

百合乃はさらに頬を緩め、

「そうかい」

「藁を掴むとは言うまでもなく、私(あ)っしが溺れかかってるという意味で…」

「ふふふ」

百合乃は笑って応え、言った、

「兎に角、急がなきゃ、これから直ぐ行こう」。

唯次郎は支払いを済ませ、百合乃の後を追った。

百合乃と唯次郎は電車に乗った。電車は動き出した、「ガタゴーン、ガタゴーン」と頭を振り振り、尻を振り振り走った。信号待ちで止まり、「レタレタレタレタ……シュシューゥ」とコンプレッサーが回っている。

　路面電車はゆったりしている時に乗る分には情緒溢れていていいが、気が急（せ）いている時は必然、前の方を見てしまう。

秋代、否(いや)、百合乃は、店を出た時の、着のみ着のままの姿で百太郎の家の前にやって来た。その家は門構えで武家屋敷を思わせる壮麗な造りで、横の塀の上から八つ橋状の松の枝が

出ている。

門の前で箒(ほうき)を持って掃除をしている、二十歳過ぎの男、昌捷（まさかつ）が居る。

百合乃は、昌捷に、いきなり、

「百太郎をここへ呼んで来な」

と言いつけた。昌捷は声のした方へ振り向くと何処(どこ)にでも居そうな初老の女が立っている。昌捷は「今、俺等(おいら)を呼んだかい」という顔つきで百合乃を見た。しかし、見ず知らずの女に自分が仕える主(あるじ)の名前を呼び捨てにされて気分が優れる訳がない。昌捷(まさかつ)は、

「何だとぅ、手前(めえ）、何処(どこ)のどいつだっ」

「野咲百合乃が来たと言いな」

「のさきゆりの、だとおー」

「そうよ」

と、百合乃はドスの利(き)いた声で答えた。その答え方といい、顔つきといい、百合乃と名乗る女の物腰つきから、只(ただ)者ではないような気がした。しかし、ここで怖じ気(おじけ)づいてはならぬ、

「お、お前(めえ)のような者の来る所じゃあねえ。足下(もと)の明るい中（うち）に、とっとと帰（けえ）れっ」

「私(あ)たしの言う事を聞かないと非道い目に遭うよ」

「何いー」

と、昌捷は応え、ほうきを持ったまま、つかつかと百合乃に向かって行った。向かってきた昌捷に百合乃は動じる筈もなかった。百合乃も昌捷の方へつかと歩み寄り、二人は手を伸ばせば届く距離になった。昌捷は百合乃に、

「さあ、帰(けえ)んな」

言われた百合乃は帰るどころか、昌捷の口から頬にかてけ指を掛け、強く力を入れ、ひねった。昌捷は大きな声で

「何をしやがるんでぃ」

と、勢いよく百合乃の手を振り払い、

「言っても判らねえ婆あだ」

と言って、手にしているほうきで百合乃に殴りかかった。百合乃は颯(さっ)と体(たい)を躱(かわ)し、振り降ろしたほうきを持つ手を掴み、体を横にし、右腕をねじあげ、左手で昌捷の左肩を

掴んだ。

「痛ててて」

と、昌捷は悲鳴を上げた。百合乃はそのままの体勢で昌捷を強く押し、歩かせた。昌捷も必然、足を交わして勢いがつき、百合乃はそのまま昌捷をドンと突き放した。昌捷はそのまま、前のめりの姿勢でタッタッタッと走り、灯籠に額をいやという程打ち付けた。昌捷は、「痛あー」とも「ギャアー」ともつかぬ大声で

わめいた。

　

　「外の方が騒がしいようですなあ」

百太郎と座敷で話をしていた、幹部の久寿次(くすじ)が言い、立ち上がり、障子を開け、外を見た。灯籠の側で引っ繰り返っている昌捷を見つけ、走り寄った。

「昌っ、どうしたんだ」

と問いかけた。昌捷は「うーん」と、うめくだけである。人がいるといえば、側に見知らぬ初老の女が立っているだけだ。久寿次は、昌捷が何故、血を流して倒れているのか、その訳が飲み込め

なかった。

「昌っ、誰かにやられたのかっ」

昌捷は俯(うつむ)きに倒れて、血の流れる額に手を当てたまま、

「そこの婆さんに…」

と答えた。久寿次にも初老の女の姿は視野に入っていたが、唐突に聞こえる、昌捷の答に全く訳が解らなかった。よもや、白髪が半分以上ある、いや、白髪がなくても、細身で見るからに、ひ弱そうな初老の女にそんな力がある筈がない、というのが衆人の一致するところである。久寿次はさらに、

「昌っ、何、言ってるんだしっかりしろっ」

と抱き起こそうとした。

「いや、兄貴、私(あ)っしゃあ、この婆あに……」

聞いた久寿次は昌捷(まさかつ)の言うことを信じようとは

しなかった。

「兎に角、起きろ。昌っ、手前(めえ)、何、言ってんだ、訳の

解らないことを言うな、確(しっか)りせい」

「兄貴、面目ねえ、油断していたおいらも迂闊(うかつ)だったが

間違いなくこの婆さんに…」

久寿次は側に立つエプロン姿の婆さんを見上げた。当の婆さんこと、野咲百合乃は凛とした顔つきで二人を見下ろしている。久寿次は百合乃の鋭い眼光に只ならぬ気配を感じ、沈着した言葉

遣いで、

「あの、失礼ですが、どちらさんで…」

「野咲百合乃よう。若いのには済まぬことをしたが、百太郎を

ここへ呼んでくるか、居る所へ案内しな」

「のさきゆりのさんと仰(おっしゃ)るんで…。して、どういう訳で、手前共の主(あるじ)を…、その訳を教えておくんなせえ」

「訳は百太郎に言うよ」

「へえ、そうですか、と取り次ぎゃあ、そちら様はよう御座んしょうが、それじゃあ手前の立場が御座いやせん。若い者のご無礼は重々詫びます。何卒、ご用の向きを仰って下さいまし…」

「そうかい、丁重な物言い、痛み入る。古本辰五郎んとこの唯次郎の事で来た、と伝えておくれ」

「それで、唯次郎さんのどのような事で…」

「一、いち、しつこいねえ、先っきから野咲百合乃が来たと言ってるじゃないか」

「手前、ここの幹部を努めさせて貰っとりやす、久寿次と申します。何卒、なにとぞ…」

久寿次は何度も頭を下げた。それを見た百合乃は沓脱ぎ石の方に

向かい、大音声で、

「やい、百太郎、いるんだろう？　出て来なっ」

と呼びかけた。先(さっき)からの、久寿次と百合乃のやり取りを

障子の陰で聞いていた、百太郎は颯(さっ)と障子を開け、廊下に

出てきて膝をつき、恵比須顔で、

「やあ、お百合姉さん、お懐かしゅう御座います。息災で

いらっしゃるようで何よりです。お百合姉さん自ら、拙宅にお出で下さるとは光栄です。こんな所で立ち話も何ですから、こちら（奥座敷を指して）へどうぞ、お上がり下さいまし《此奴(こいつ)が出て来やがるとはなあ。面倒なことになるぞ》…」

これを聞いた、久寿次と昌捷は、百太郎の初老の女に対する丁重な物腰つきに呆気(あっけ)にとられ、もう一度、「のさきゆりの」と名乗る初老の女の頭のてっぺんから爪先まで、目を何度も往復させ、そして、主の百太郎を見た。百太郎の、野咲百合乃に対する百太郎の下にも置かぬ、敬うような物腰つきであることが二人の目にも解り、久寿次は腰を降ろして片膝をつき、昌捷は座り直した。この二人は、「のさきゆりの」と名乗る初老の女が何者なのか訝(いぶか)った。

「そうかい、解ってくれたかい」

百合乃はそう言い、ひたひたと、履いてきた履物の音をたてながら沓脱ぎ石の方へ向かい、廊下に上がり、敷居を跨(また)ぎ、ミシミシと畳の上を一部屋進み、奥の間の敷居を跨いだ所で腰を降ろし、床柱を正面に見据えてひざまずいた。つづきの座敷は共に二十畳から三十畳は優にある広さであり、後からついてきた

百太郎は、

「いや、姉さん、どうぞこちらへ…」

と、百合乃に床柱を背にして座るよう促した。しかし、百合乃は、

「いや、ここでいいよ」

「いえ、とんでもないことに御座います。姉さんにはこっちに

座って貰わなきゃあ、渡世の義理が立たねえ」

「そうかい、義理堅いことだねえ《そんな殊勝なことを言うなら、他人(ひと)のかみさんを拉致なんかするないっ》」

そう言って百合乃は立ち上がり、床の間に向かって座った。床の間の天井付近には紙幣を下げた七五三縄を張り、壁には「天照大御神」と大書した掛け軸を掛けている。その下の両脇には榊(さかき)が、左の違い棚の下には花が活けてあり、なんてんの赤い実がその場を引き締めている。

　百合乃は掛け軸を前にして座り、二礼、二拍、一礼して

「祓(はら)え給え、清め給え、守り給え、幸わえ給え」

と唱え、また、二礼、二拍、一礼して、上座に席を改めた。

先(さっき)からざわついていたのを聞きつけ、若い衆が座敷に

集まり、「何だ」「何があったんだ」と口々に話し合った。人を訪ねるにはそれなりの出で立ちで来るものだが、殊にエプロンを掛けたまま来るとは火急の用らしいという想像はつく。どの若い衆も、初老の女に対する主(あるじ)の態度が腑(ふ)に落ちない様子であった。

ざわつきも収まり、百太郎も若い衆を背にして座り、久寿次は

幹部らしく百太郎の脇に座った。

主に対面して座っている初老の女は何処(どこ)の誰か知らないが、「野咲百合乃」の名前を知らぬ者はいなかった。野咲百合乃の度胸といい、気風(きっぷ)といい、腕前といい、かつての活躍振りは今や伝説となって語り継がれていた。若い衆は、目の前の人物が、まさか、伝説上の人物であるなどということは、誰一人、露、気付かなかった。

百合乃、百太郎、久寿次の前には茶托に茶を出して、客人を

もてなす体裁を整えていた。

「やあ、お百合姉さん、本当に久し振りで、もう何年になりますかねえ《それしても、突然何しに来やがったんでぃ》」

と、百太郎が口を開いた。

「そうさねえ、足を洗ってから何年になるかなあ《足を洗ったんだったら、のこのこ来るなってんだ(と言うんだ)》」

百合乃は、格式ある格(ごう)天井を見て、

「お前も随分と羽振りがいいようじゃないか、何よりだねえ《また、何か仕出かしていやがるんだろうが》」

「へえ、有り難うございやす。お陰様で、皆(みん)なよくやって

くれるもんで…。ところで、姉さん、今、どちらにお住まいで…」

「関西でお好み焼き屋を細々とやって何とか凌(しの)いでるよう《そりゃあ、そうだろう、そのみなりを見りゃあ判るよ》」

「何かお困りの事は御座んせんか。こんなことを伺っちゃあ失礼

ですが《心にもないことをよくも、いけしゃあしゃあと…》」。

百太郎は久寿次らの方を向き、

「お前(めえ)ら、こちらにお迎えした方を何方(どなた)か存じて

おるか」

やや、時代がかった口調で言った。久寿次は「そう言われれば何処かで見たような」という顔つきをしている、百太郎は首を前に戻し、

「こちらのお方はなあ、いつも俺がお前らに話して聞かせてやって、知っている通り、あの野咲百合乃姉さんだ」

それを聞いた若い衆、一同は、

「えーっ」

と、口々にどよめきの声を上げ、一斉に視線を百合乃に送った。

当の百合乃は、

「そんな、とうの昔の話、どうでもいいじゃないか」

と言い、目を伏せている。

音に聞いた、噂に聞いた、あの伝説の人が目の前に居る。後ろの若い衆は前に居る若い衆の頭が視線を遮って百合乃がよく見えないので頭を動かす、そうすると、その後ろの若い衆が見えなくなり、見えるところへ頭を動かす、そうするとその後ろの、後ろの若い衆が…と、繰り返していた。しかし、若い衆は、目の前の百合乃が、先(さっき)、聞いたお好み焼き屋のおばあちゃんなら、見かけと一致する。しかし、エプロンをした人が、いつも聞かされている、あの伝説の人とはどうしても一致しない。それで後ろの若い衆は込み上げてくるものを禁じ得なかった。それを察知した百太郎は、脇に居る久寿次の方に首を振り、握り拳(こぶし)を口に当て、

「うおほほん」

と咳払いをした、すると、ざわつきは収まった。

　百太郎が前に向き直して、

「ところで、お百合姉さんともあろうお方が、

わざわざ拙宅なんぞにお越し下さらなくとも、

呼んで下さればこちらから出向きましたものを…」

と、区切り区切り訪ねた。百合乃は、

「古本の辰五郎はんとこの唯次郎の事だが…」

それを聞いた、百太郎は「やっぱりそのことで来たか」と気に

病んだ。

百合乃には過去、助けられたことがある。だから、渡世の義理として、自分に言い分があっても、一応は百合乃を立てなければならぬ、唯次郎や百合乃の言い分は判っているが、百太郎は、

「それでぇ…」

と語尾を下げ、遠慮勝ちの積りで言った。

「唯次郎のかみさんと娘を借金のかたに取るなんざ、非道いじやないか。すぐに返しておやりよ」

「だけど、姉さん、聞いておくんなさい。唯次郎の奴、借りた金を返す話もしねえで、女房を返せ、娘を返せっ、てんじゃあ(と言うのでは)、ちと、虫がよすぎゃあしませんかい」

「そりゃあ、そうかも知れないけど」

「第(でえ)一、借金は、病気の親が掛けてる布団を売ってでも

返さなきゃあ、ならねえもんじゃ御座んせんかい」

と、問いかけるように話す百太郎、

百合乃は返事に困っている。

「堅気の衆の間でも(況(いわん)や渡世人の間では尚のこと)…」

「私(あ)たしの顔を立てちゃあくれまいか」

「お世話になった姉さんのことですから、そりゃあ、姉さんの

仰(おっしゃ)る事ならどんなことでもお聞きしなきゃあならないところですが、唯次郎の奴、返す話もしねえで、いきなり姉さんにお出まし願うなんて、これを認めりゃあ、皆(みんな)お百合姉さんとこに泣きつきまさあ。そうなると渡世が成り立たねえと考えるんですが……、唯次郎の野郎ぅ…」

「そうかい、そりゃあそうだろうよね。

で、五千万と聞いてるんだが？」

「へえ、利息なしの五千万で。本来なら、十一(といち)も要求するところですが、何分、私(あ)っしゃあ、仏の百太郎、利息ぁ取ってねぇんで」

「そりゃあ、有難いねえ。で、五千万は一晩でかい？」

「へえ、一晩で…」

「そうかい、それじゃあ、出直してくるよ。それで、唯次郎の女房や娘にゃあ、指一本、触れちゃいまいねえ」

「え、そりゃあもう、も、勿論のことで…」

百太郎の言葉が一寸(ちょっと)、詰まった。

「それで、二人はここに居るのかい？　だったら会わせなよ」

「いや、そりゃあ、幾ら、姉さんの頼みでも、一寸ぉ…」

「ここに居るんだろう？」

「それが、今、ここに居ねえんで…」

「居ない？、何処(どこ)へ連れてったんだい」

「そりゃあ、ご勘弁を。当然のことながら、一人に一部屋…、

へえ。それに一人ずつ世話をする者を付けておりやして《逃げられないように見張ってるんだろうが》…。ご安心下さい」

「一人ずつ？　二人一緒じゃあないのかい」

「…（しまった、余計な事を言った、という顔をしている）…」

「兎に角、どこにいるんだい、この家(うち)に居るんじゃ

ないのかい」

と、百合乃は声を荒げた。

「ちゃんと世話をしておりやすんで、どうぞご勘弁を…」

「世話する者とか、体裁のいいことを言ってるけど、逃げられない為の見張役じゃないのかい」

「こりゃあ、姉さん、人聞きの悪い…。決してそんなことはありません。しかし、姉さんにかかったら敵(かな)わねえなあ。兎に角、ちゃんとしてますから、私(あ)っしのこと、信じて

下さいまし…」

「そうかい、そこまで言うんだったら、百太郎の言葉を信じて

出直してくるよ」

「申訳ありやせん。で、何時(いつ)頃ぅ…」

「そうさねえ、一週間、いや、十日待っておくれ。何とか

するから」

「無理しないでおくんなさい(下さい)。抑(そもそも)、お百合姉さんにゃあ、拘わりのねえ事で、唯次郎と私っしの事ですから

《しゃしゃり出られたんじゃあ、取れるものも取れねえ》…」

「そうかも知れないが、唯次郎の親にゃあ世話になったんだから、そうも行くまいよ《やっぱり、首を突っ込む気でいやがる。ったく本当に》」

「そうですかい、私っし風情が口にできる言葉じゃあ御座いやせんが、それがお百合姉さんのいいところで、皆(みんな)が惚れぼれするところで御座んすよねえ《うまくいけばの事だが》」

「何、歯の浮くような事、言ってんだい。また来るよ《来なくて

いいよ》」

「へえー、お待ちしております《来なくていいんだって》」。

百合乃は立ち上がり、静かな足取りで、もと来た庭の方へ引き返した。若い衆がこちらを向いて手をついているのが判る。その視野に、ほうきで殴りかかってきて、怪我(けが)をさせ、頭に包帯を巻いている男がいる。百合乃は、ついと昌捷のところへ行き、

しゃがんで、

「先っきは済まなかったねえ」

と声をかけた。かけられた昌捷(まさかつ)は、百合乃が目の前に

居ることに気付き、恐懼(きょうく)に戦(おのの)き、後退(ずさ)りし、畳につかんばかりに伏した。百合乃は財布から諭吉を何枚か取り出し、

「これ、薬代にもならへんけど…」

と、昌捷の懐にねじ込んだ。昌捷は、

「いやあー、こんなあ…。滅相も御座いません。悪いのはおいらの方で…」

とねじ込まれた札を取り出し、両手に持ち、返そうとした。

「そない(そんな)、言われる程のもんやあらへん。堪忍してや」。

見送りに後ろを付いてきていた百太郎は、「また、点数稼ぎしようと思って…」という顔つきで見ていたところ、百合乃がふと、振り返り、百太郎をちらと見た。「しまった」と思った百太郎は、直ちに畳に手をつき、

「す、済みやせん、お気遣い、有り難うございます」

と、礼を述べた。百合乃は向きを変え、百太郎の口上を背(せな)で聞き、沓脱ぎ石へ降り、そのまま庭から門へ向かい、振り返りもせず出ていった。

百太郎は出ていった百合乃の後を目で追いながら、廊下に腰を降ろし、沓脱ぎ石に足を投げ出し、

「昌捷っ」

「へい」

昌捷は百太郎の方へ向いて座り直した。

「お前(めえ)、命拾いをしたなあ。命があってよかったなあ」

「へい…」

と、答えながら、昌捷は座ったまま、首筋の辺りを撫でまわした。

皆も、百合乃が出ていった門の方を見遣った。久寿次も、百太郎の側にきて座っている。

「こいつぁ、面倒なことになったぜ。お鉢がこっちに回ってくるとはなあ」

聞いた、久寿次が「何の事か」ときょとんとしている。百太郎は

つづけた。

「お百合姉さんはな、お前(めえ)らに聞かせてる通り、こういう

修羅場を幾つもくぐり抜け、或いは乗り越えて来なさったんだ。

それで親父も俺も何度か助けられたことがある。だからこそ、今や、伝説となって語り継がれてるんだ。今度はその刃(やいば)が、

こっちに向かって来るとはなあ…。年を取ったとはいえ、只者じゃあねえ。お前(めえ)らも覚悟しときなっ」

「じゃあ、今のうちに、あの二人を早く…」

と、久寿次。

「そうは行くめぇよ。先(さっき)、渡世だの義理だのと言った通りだ。そんなことすりゃあ、第一、お前らが俺に付いてこなくなる。しかし、皆(みんな)を養っていかなくちゃあなんねえ（養わなければならない）。義理や仕来たりは守らなくちゃあなんねえ」

これを聞いて、久寿次が少し頭を下げた。

「なあ、難しいとこだぜ」

皆もさらに深く頭を下げた。

　遠く離れた所で待っていた唯次郎と百合乃は一緒になり、帰りだし、と或る食堂に入った。ほぼ満席で、窓際に二つ空いた席があり、相席をさせて貰った。相席の二人は一目でその筋の者と判った。二人ともネクタイに背広を着ている。歳は唯次郎と同じ年代のようだ。一人は丼物に、一人は何かの定食に箸(はし)を運んでいる。この二人の話し声が聞くとはなしに聞こえてきた。

「しかし、百太郎の親っさんも非道い事、するなあ」

「あー、一晩で五千万だからなぁ」

「俺、見たぜ、証文に違う字を書いてたのを」

「しかし、何でそんなことを…」

「後で聞いたんだが、五千万の形（かた）にかみさんと娘さんを

連れて行ったていうぜ。聞きゃあ二人とも、別品だっていうぜ」

「可哀相になあ、綺麗(きれい)に生まれたのが不幸の

始まりかあ」

そこまで聞いた百合乃はその二人に向かって、

「突然に失礼します。私はこういう者です」

と言って、ズボンの中に入れているシャツ、肌着を外へ出した。本当に突然の事に二人は箸を持ったまま、何が始まるのか、と百合乃の為(な)すことを見つめていたが、百合乃はくるりと向きをかえて背中を見せ、脱ぐ格好をして少し背中の方を捲(まく)り上げ、前屈(かが)みになった。

すると、すると、すると、そこには背中一面、紅の牡丹(ぼたん)や芍薬(しゃくやく)の彫り物が見えた。二人は、これを見て、

「若(も)しや、まさか、この人が、あの…」

と推測し、口を動かしたが声にはならなかった。百合乃は出した

シャツ、肌着を仕舞い、ズボンの中へ押し込んだ。勿論、唯次郎も初めて見たのであった。百合乃は向き返り、にっこりと笑み、自分がその若しやの人間であることを認めるのであった。百合乃は諭吉を何枚か取り出し、隣の男のポケットにねじ込み、

「驚かしてご免なさい。今は、持ち合わせがなくて悪いけど、今の話、もう少し聞かせておくれでないかい」

二人は余りの突然の事に畏(おそ)れをなし、今度は箸を握りしめ、その手が口元で「アワワワ」と、体ごと震えている。百合乃は、

「実は、五千万の形(かた)にかみさんを連れていかれたのが…」

と言って唯次郎に目をやり、掌(てのひら)を差し向け、

「この男なんです」

と、二人に目を戻し、

「何とかしてこの男を助けてやって貰えますまいか。礼は改めて

します」

二人は顔を見合わせた。

百合乃は所に戻り、何軒かの周旋屋(町中の不動産屋)を回り、そして家に戻ってきたが、店には行かず、すぐ自分の部屋に入った。そして、仏壇に手を合わせ、横の違い棚の上の戸棚から布に巻いた物を取り出した。

店には常連客が来ていて、秋代の帰りを待ち侘(わ)びている、

「何や、まだ、店、開いてへんのかいな」

「ほんま、警察へ捜索願い、出さな、あかんな」

「そやなあ。誰か、何処(どこ)ぞ、心当りはないんかいな」

きようも、無駄足を踏んだ客たちがぼやいている。それが聞こえた秋代は、外へ向って手を合わせた。

やがて、日が暮れ、夜の帳(とばり)が降り、辺りは真っ暗になり、この間、秋代は部屋を一歩も出ることはなかった。
　百合乃は布に巻いた物を引き寄せ、布を解(ほど)いた。中には白鞘に収まった一振りの業(わざ)物が包まれていた。百合乃は右手で柄を握り、左手で鞘を握って右手に力を入れ、鯉口を切ると「ズッ」と音がした。その音が静寂の中、部屋中に響き渡ったような気がした。百合乃はゆっくりと引き抜き、切っ先を向こうに向け、柄の向きを変え、外から入ってくる薄明かりを刃(やいば)に当てて反射させ、手元から切っ先まで自分の顔を映し、柄を返し、今度は、切っ先から手元まで顔を映して見た。次に柄を頬に寄せ、刃の表面を薄明かりにあて、切っ先の方を見、柄を返して同じように写して見た。今度は、柄に左手を添え、上段に構え、振り降ろした、すると「ヒュッ」と風を切る音がした。次に中段の構えから左右に払った、いずれも「ヒュッ」「ヒュッ」と風を切る音がした。百合乃は薄紙を何枚も開いて重ね、左の掌(てのひら)に置き、そこに鎬(しのぎ)を置いて刀身を握り、柄を引いて切っ先へと拭(ぬぐ)った。この業物、しばらく手入れをしていなかったが変わりはなかった。そうして白鞘へ戻し、元通り布を巻き、暫(しばら)く、じっと見つめていたが元の棚へ戻した。

　百合乃は風呂敷を拡げて着物と包みを置き、勝手から何か持ってきて一緒に包み、夜陰に乗じてそっと玄関を開け、何処(いずこ)かへと向かった。

　百合乃は髪を結い上げて赤玉の付いた簪(かんざし)を差し、濃紺の地に、紅や白の芍薬(しゃくやく)や牡丹(ぼたん)をあしらった着物を身に纏(まと)い、後に控えた唯次郎は、余所行(よそゆ)き兼用なのか、同じ背広を着ている。

　約束の十日後、百太郎の家の門をくぐった。伝説の野咲百合乃がやって来ると聞き、一目見ようと集まった者で門から奥へ、庭の両脇に人垣が、花道ができている。風呂敷包みを抱えた唯次郎は、顔を左右に振り振り、あまりの人のおおさに只(ただ)々、驚く許（ばか）りであった。百合乃は脇目も振らず、やや上目使いで沓脱ぎ石へと突き進み、庭に撒かれた細石（さざれいし）を「ザッ、ザッ、ザッ」と踏みしめた。

きょうは伝説上の人物が現れるというので男のみならず、女たちも集まっている。この家（や）の主(あるじ)の女将(おかみ)を始め、幹部たちの妻、その知り合いなど、数人が離れで今や遅しと待っている。離れは、門から入り沓脱ぎ石に通じる庭の脇にあって、庭と離れの間に枝振りのよい庭木があり、庭を歩く人を見るのには邪魔になるが、隠れて見るには都合がよい。庭で待つ男たちを見ていると一斉に門の方を向いた。

「ザッ、ザッ、ザッ」と踏みしめる音は離れにも伝わった。

「来たよ」

「えっ」「えっ」「えっ」

「何処？」「どこ？」

と言葉が重なり合い、前を歩く百合乃の姿に視線がこちらからも

一斉に注がれ、顔が左から右へ、ゆっくりと動いている。

「紺地に紅の芍薬(しゃくやく)に牡丹かい、粋だねえ」

「胸や袖に紅の芍薬、裾(すそ)には牡丹(ぼたん)…」

「てことは、立てば芍薬、座れば牡丹？　歩く姿は百合の花？　

百合の花があると三拍子揃(そろ)うよねえ」

「惜しいよねえ」

「百合は揃ってるよ」

｢何処に？｣

「あの人のこと！」

「えっ、何のこと？」

「歩く姿は百合の花って言うでしょ」

「ああ、成程ぅ。本当に、あの人、本当に、立てば芍薬、座れば牡丹、それに歩く姿が百合の花になっているよねえ」

歩いている百合乃を見た者の誰もが、その姿が百合の花に見えぬ者は居なかった。

「あの人、『百合乃』って言うそうよ」

「へえー、そう」

「桜や梅と違って柄が大きいわねえ」

「元々、牡丹や芍薬の花、そのものが大きいからねえ」

「同じ大きさに描くと、どうしても大きくなるよねえ」

「ここの旦那と歳ぁ、違わないって聞くけど、ありゃあ、どう見たって三十路半ばだね」

「衿（えり）元をご覧よ、あれ、比翼仕立てかな」

「えっ」

「（着物の衿の下に）赤いのが下に見えるてしょ」

「あ、あぁあぁ」

離れは門を入って右側にあるので衿元が帯までよく見える。が、枝で見え隠れするので頭を上げたり下げたりして見ている。

「裾の縁（ふち）にも見えるから長襦袢(じゅばん)じゃない？」

「ひょっとすると袷（あわせ）かもしれないわ」

「紋を見てご覧、三つ紋よ」

「えっ、袖にもある？」

「一寸(ちょっと)、こちらの袖(そで)しか見えないけど」

「あぁあ、ある、ある、しかも、しゃれ紋ときてる」

「日向紋ときて、ビシッときめたいね」

「あれ（紋を指して）、よく見たら、何かの花じゃない？」

「帯も、無地かと思ったら、お太鼓(たいこ)に牡丹と芍薬かい。どこまで洒落(しゃれ)てんだろうね」

「牡丹じゃないのが一つあるよ」

「え、何」

「簪（かんざし）の赤い玉…」

「あぁー、あれ紅珊瑚(さんご)かなぁ」

「夜会巻きならかんざしは上から差すのに、横から

差してるねえ」

「きょうはいいものを見せて貰ったねえ」

「あの人、仲裁か何かに来たんだろう、無事にぃ……」

この一言で、あれほど、騒がしかった離れも、女たちはそそくさと居なくなり、しんと静まり返った。

男たちは、男たちで百合乃を一様に見つめ、感嘆し、通りすぎると隣合う者同士でうなり声を交わし、端麗な容姿に目を奪われ、

微動だにしない胆力に心を奪われ、口々に「流石(さすが)、伝説の人だけのことはある」などと褒め合っていた。

百合乃は沓脱ぎ石に右足を置き、左足を揃えて履物を脱ぎ、やや、横向きになって廊下に足をかけて上がると、唯次郎も沓脱ぎ石に上がってそそくさと靴を脱ぎ、廊下からしゃがんで、今、脱いだ履物を向け直した。傍目にも唯次郎のおどおどした仕草が見てとれた。

廊下に上がり、座敷に入ると、そこの両脇にも一目見ようと男たちが集まってきている。百合乃は両側からの視線を浴びながらも、臆する色もなく進み、奥の部屋へ入った所で腰を降ろし、右手で裾を整えて着座し、唯次郎は斜め後ろに座った。以前は百太郎が座った場所である。百太郎は床柱を背にして先(さっき)から座って待っている。百太郎は焦げ茶の和服に薄茶の陣羽織を羽織り、幹部の者も着物で揃(そろ)えている。百合乃が五千万も都合出来る筈がないし、来ないと思っていた百合乃はやって来た。その面白くない心根が座り方に表れている。

　久寿次が立ち、百合乃を背にして座し、一座を見渡して、

「皆の衆、きようはこれにて…」

と軽く畳に両手をついた。すると、それまで百合乃を一目見ようと集まっている者たちは立ち上がり、座敷を後にした。久寿次はそれらの衆を送り出すかのように、見送るかのように、まだの者を促すかのように、左右に目を配りながら、徐（おもむろ）に歩を進め、皆が廊下に出て玄関や沓脱ぎ石から出て行くのを、両手を袂（たもと）に入れたまま見届けた。中には振り返り、振り返り名残り惜しそうに出て行く者も居た。

この間、百合乃と唯次郎に茶が出され、持ってきた女は百太郎の娘にしては少し歳が合わないようだった。その女も着物を着ており、白地に菊模様で付け下げであった。

久寿次が最後の、廊下に面する障子をゆっくり締めると、合わさる「ツン」という音がし、百合乃にも届いた。

　「やあ、姉さん、きょうは見違えますねえ。一段と艶やかで…」そういう言葉は今まで浴びるほど聞かされており、百合乃は聞こえぬ振りをして、唯次郎から受け取った風呂敷を無言のまま、徐(おもむろ)に開いた。そこには、百万円の束が十段と五列、五千万円、耳が揃(そろ)っている。それを見た百太郎は、「本当に持ってきた」と胸で言った。幹部たちも目を丸くしている。五千万円といえば大金中の大金である。目で五千万を数えた百太郎はこう口を切った。

「ところで姉さん、ここにも同じだけありやす」

といいながら、百太郎は違い棚の下の戸を開け、同じ縮緬(ちりめん)の風呂敷包みを持ってきて開いて見せた。並べたところ、高さは同じで列も五つある。若い衆は再び目を丸くし、「何が始まるのか」という顔で主（あるじ）を見ている。

「これでどうです？　一(ひと)勝負ってのは…。私（あ）っしも渡世人なら姉さんもその道のお人でやした」

百合乃は黙って、百太郎のいう台詞（せりふ）を聞いている。百太郎はつづけて、

「私っしが負けりゃあ、かみさんも、娘さんも、この五千万も持って帰って戴きやしょう。若(も)し…」

と言ったところで、

「止してくれないかい。私(あ)たしゃあ、もう、足を洗った人間だあね。よしんばここで勝ってそれを貰ったって嬉しくなんかないねえ。第一、そんな大金、使い道がないよ。それに所得税も払わなきゃなんないし、こんなに大金じゃあ、金の出所（でどころ）を聞かれらあーね。返事に困るよ」

「まあ、何とも律儀なお考えで…」

「バカな奴と言いたいんだろう？」

「いえ、とんでもねえ。判りました」

と言って自分が出した五千万を風呂敷に包みんで脇へ置き、百合乃の持ってきた五千万に手を伸ばした。

「待ちなっ」

百合乃の声が凛と響いた。

「こっちゃあ、持ってくるものをこうして耳を揃(そろ)えて持ってきてるんだ。そっちも出すものがあるんじゃないのかええええええ」

と、語気を強めた。百太郎は「何を出せと言うのか」と言いた気である。百太郎は、「出せ」と、百合乃がと言っているものに気付いていないようなので、百合乃は付け加えた、

「五千万の借用証と」

と言って、目は百太郎から離さず、顔だけ唯次郎の方に振り、

「これの、女房と娘だよぅっ」。

言われた、百太郎は借用証を、渋々、違い棚の下の五千万を入れてあった所から持ってきた。その場に居る者、皆の目が百太郎を追っている。百太郎は借用証を拡げた。毛筆で、墨痕、鮮やかに、

借用証　金五阡万円也　確かに借用し候、それから日付と住所に、

自分の名前を書き、百太郎に宛てている。唯次郎の下には実印のような印影がある。一瞥(ちよっと見)ただけでは判読できない。百合乃はつづけて、

「女房と娘はどうしたぃ」

「今、此処（ここ）にゃあ、居ない」

「居ない、だってえ？」

「それじゃあ、約束が違うじゃないかい、どうするんだい」

その声は怒気が混ざっている。百合乃はつづけて、

「冗談、言うんじゃないよ。とぼけるのもいい加減にしなっ」

と、益々声を荒げた。百太郎は俯（うつむ）いたり、横を向いたり、仰（あお）いだりして、百合乃の言うことに取り合うとは

しない。

「居ない」と言われて唯次郎は青くなっている。百合乃は

「筆と紙を持ってきなっ」

「そんなもの、持ってきて、ど、どうするんでぃ」

「いいから、持ってきな」

言われて、百太郎は両手を袖に入れたまま、誰かと目を合わせ、顎（あご）をしゃくって指図した。百合乃の後ろでミシミシと歩く音が聞こえ、「ツン」と障子の閉まる音がした。百合乃は膝の上に手を置き、百太郎を睨み据えたままであり、百太郎は手を袖に入れたり、懐に入れたり、と、落ち着かない様子をしている。

やがて、女が筆と墨汁、それに半紙、二、三枚を持って来、腰を降ろして百合乃の前に差し出した。差し出した手から順に顔をちらと見ると、持ってきた女は、先(さっき)、茶を持ってきた女であった。百合乃は唯次郎の方に向き、

「ここへ来て、自分の名前を書きな」

言われた唯次郎は一瞬、戸惑ったが立って、百合乃の側へ行き、座った。

「ここへ自分の名前を書いてみな」

と、半紙に指差した。唯次郎は何の為に「自分の名前を書け」と言われているのか解らないし、困った顔つきで、

「私(あ)っしゃあ、こんなに綺麗(きれい)にゃあ、書けませんや」

と小声で言っている。

「いいから、書きなって」

唯次郎は、墨汁のふたを開け、筆を入れて墨をつけ、壜の縁(ふち)で墨の加減をし、左手で半紙を押さえ、仕方なく書こうとした時、百合乃は、

「鉛筆じゃないんだから、そんな持ち方はいけないよ」

と小声で言い、持ち方を手まねで示し教えた。唯次郎は筆を持ち替え、ぎこちないながらも、借用証の字と同じくらいの大きさで「古本唯次郎」と、何とか書いた。書き終わって字の拙さに、きまり悪そうにしている。百合乃はそれを取り上げ、借用証と並べて百太郎に見せ、幹部から若い衆にも見せ、もう一度、百太郎に見せたままにしている。そうさせた意図を計りかねているが、下手な字を見て片頬を緩めており、幹部も若い衆も、声こそ出さないが、顔を綻（ほころ）ばせている。百合乃は百太郎に、

「どうだい、よく判ったろう」

と言うと、

「何が、だい」

と答えた。百合乃は、借用証と唯次郎が書いた自分の名前を書いた半紙をそのまま、百太郎に見せながら、

「この借用証は唯次郎が書いたものではないことは、この字を見ての通りだ。この借用証は誰が書いたんだい」

そう、言って、百太郎を睨み付けた。百太郎はまた、仰向いたり、横を向いたり、俯いたりと、知らない振りをしている。百合乃は借用証を下ろし、

「唯次郎、あれを出しな」

唯次郎は、「何を、ですか」という顔つきをしている。

「あの手帳だよ、私たしに見せてくれた…。持ってくるように言ったろう」

と、語尾を上げた。唯次郎は「あ、あれですね」とばかりに、ポケットから手帳を取り出し、百合乃に渡した。受け取った百合乃はパラパラと捲（めく）った。唯次郎に、

「何処(どこ)だい」

と小声で聞いた。唯次郎はまた「何？」という顔をしている。

「お前がその都度書いたっていう、ページだよう」

「あ、あれなら…」

と、そのページを開いて見せた。そこには日付も入っており、五万、十万、十五万などと数字が縦に書いてある。それは、唯次郎が賭場で持ち金がなくなり、胴元から金を借り、その都度記入していたものである。百太郎は「何をしているんだろう」と、背筋を伸ばして見ている。百合乃はまたも小声で、

「これを全部、足しゃあ幾らだい」

「五十万です」

「よくもまあ、こんなに負けたもんだねえ。この他に、借りる前に幾らか持って(行)ったんだろ？」

唯次郎は首筋を撫でながら、

「済いやせん」

と答えた。百合乃はそのページを拡げて、百太郎に、

「これを見なっ」

百太郎はよく見えないから顔を上下、左右にやって見ようとしている（が、およその察しはついた）。その様子を見て、百合乃は、

「そこからじゃあ、よく見えまい。こっちへ来て見なっ」

言われた、百太郎、渋々やって来て、蹲踞（そんきょ）で膝もつけない、失礼な姿勢をしている。

「これを足してみな」

言われた通り、百太郎は暗算をしたが手間どっている、

「全部で五十万だよぉ」

と、百合乃は声を張り上げた。百太郎は無言のまま、元の席へ戻って百合乃と向かい合った。百合乃は借用証に指を指して唯次郎に何か言っている。

「この、五の下の字は何て読むんだい」

「十（じゅう）ぅう？」

「何？」

「十じゃないですか？」

始めは「にっ」として、次に血相を変え、

「こりゃあ、『千』と読むんだろうがあ」

と、障子紙がびりつかんばかりに怒鳴り付けた。唯次郎は両手と共に首を竦（すく）め、戦(おのの)いている。

「私(あ)っしも、可笑しいと思って聞いたんですが「五十」と言うもんで…。つい…」

唯次郎は左手を両ももの間に挟み、右手で首筋を撫で、撫で、何度も頭を下げている。百合乃は、

「てこたあ（という事は）、即ち、唯次郎があの日、お前から借りたのは五十万、て事になる」。

百太郎は、「ギクッ」としている。百合乃は、

「で、この判は唯次郎の判かい」

「いえ、私っしの物じゃあ、ないんですが、『同じ名字のものがあるから、これ押せっ』て言われまして…」

百合乃は百太郎の方を見て、

「あそこに座ってる御仁に、かい」

「へえ、そうで…」

「しかし、この印影、古本とは読めないようだがぁ。ま、さしあたり、字を知らなかったからとはいえ、亦（また）、印鑑も自分のものでなかったとはいえ、押したのは唯次郎。そうなりゃあ、やはり、五千万は返さなくっちゃあ、なるまい」

と、聞いたところで、どう転ぶかと思っていた百太郎の片頬が微

（かす）かに緩んだ。百合乃はつづけて、

「しかし、御法に依りゃあ、勘違いしてやったことは無効だあね」百太郎の顔が今度は曇る。

「ま、しかし、あちらさんの仰(おっしゃ)る渡世人の世界だ。娑婆(しゃば)のことを持ち出すのが野暮って、もんだろうがぁー」

と、（百太郎は「やれやれ」という顔つき）一区切りつけて、

「端（はな）っから、こっちが五千万を出す前から、人質の女房と娘をそこに出してぇ、並べて無事な姿を見せときゃあぁ、この五千万は、場合によっちゃあ、置いて帰らぬでもなかった。しかし、御法度の他人様を質に取られても、こっちゃあ、こうして耳を揃えて筋を通してるんだ。さっさと、ここへ唯次郎のかみさんと娘を連れてこないかっ」

「何と、お姉さん、お口がよく回って、お達者で、元気な証拠…」

「はぐらかすんじゃないよ」

「いや、それは…」

と、尚も、取った人質を連れてこようとはしない。

「そうかい。どうすりゃあ、二人を連れて来るんだい」

百合乃はさらに険しい顔つきで百太郎を睨み付けている。百太郎は何とか金だけ取って二人を渡すまいとしており、「どうしたらいいか」と、顔を振り振り、考えている。百合乃は、

「何も考える事ぁ、ないじゃないか。さつさと二人をこの場へ出せと言ってるだろう」。

いくら言っても百太郎は動こうとはせず、業を煮やした百合乃は、出した五千万円と借用証を風呂敷に包みながら、

「こりゃあ、唯次郎が借りた五十万と、十一(といち)の分、それに騒がせた駄賃だい、取っときな」

と言って、百合乃は百万円、一束を百太郎に向かって投げた。

百合乃は、

「そうかい、こっちは渡世の仁義を通して来てるんだ。それをそっちが無視するんなら是非もない。決着を御上（おかみ）に預けるしかないねえ。抑（そもそも）、借金の形に人間を質に取るなんざ、御法に触れることだ。唯次郎から手帳を見せられた時、借金は五十万と知ってたんだが、それを渡世だの、掟だの、義理だのと言いやがるから、こうして必要もない五千万、用意して来てるんだ。渡世だの、義理だのと、守らなきゃ、ならないのはそっちの方じゃないか。こうなったら、もう、お終いだ。唯次郎、警察へ連絡しなっ」

そう聞いた唯次郎は一瞬たじろいだが、ポケットへ手を入れて携帯電話を探しだした。

　それを見ていた百太郎は観念し、顔を俄（にわ）かに曇らせ、

「野郎共、構わねえ。この二人を畳んじまえっ」

と、手を振って指図した。その場に居る皆は、「伝説上の、雲の上の人を畳め」と言われて、隣り合うもの同士、顔を見合い、「えっ、今の一言、聞き間違いじゃあなかったのか」というような顔つきで、主(あるじ)の言葉が俄(にわか)には信じられないという様子であった。百太郎は、

「えーい、ぐずぐずするねい、畳んじまえと言ったら

畳んじまえっ」

と、怒声を張り上げた。すると若い衆は一斉に立ち上がった。

「とうとう本性を表しやがったなあ、このげじげじめ」

と言いながら、四千九百万円を包んだ風呂敷を唯次郎に渡し、百合乃は徐（おもむろ）に履いている白足袋を脱いだ。

　そこへ若衆の勝治が素手で拳骨（げんこつ）を振り上げ、

「この野郎っ」

と、殴りかかってきた。咄嗟(とっさ)に振り向くと同時に、懐から銀色に光る物を取り出し、投げ付けた。それが、勝治の額に命中し、勝治は引っ繰り返り、

「ひえー」

と悲鳴を上げ、今度は俯（うつぶ）せになり、足を突き伸ばし、臀部(でんぶ)を高くして痛がっている。唯次郎はこれを見て驚き、

「うわっ」とばかりに、五本指を口に入れた。

　今度は、晃（あきら）が同じように殴りかかってきた。百合乃は颯（さっ）とかがみ、拳（こぶし）が空振りしたところを百合乃の拳が晃の鳩尾(みぞおち)を捉えた。晃は、

「ふぐう」

と声を残しその場に倒れた。唯次郎はその晃を見、今度は百合乃を見て感心の眼差しを送った。百合乃の険しい表情に変わりは

ない。

次に、正信が拳を大きく振り回し、殴りかかってきた。百合乃は、これを左の肘(ひじ)で受け止め、百合乃の右の拳が正信の顔面に炸裂し、正信は、

「ムギュー」

と声を上げ、共に仰（あお）向けに倒れた。当の百太郎は苦虫を噛み潰したような顔をしている。

　修（おさむ）は拳を真っ直ぐ突き出して殴りかかってきた。百合乃は颯(さっ)と体を躱（かわ）すと今度は左手を突き伸ばしてきた。百合乃は、左の掌(てのひら)を拡げ、右の掌を重ねて受け止め、「グググッ」と押し返した。押された修は後ろ向きに足を交わしたが、倒れている者に蹉（つまず）き、「ずっでん」と仰向けに倒れた。そこへ、お誂え向きに百合乃の歩調が合い、修のあごに百合乃の踵（かかと）が嫌というほど強く当たり、「ガク」と音がして修は気絶した。先っきから、百合乃の手が掛った者は、皆、気絶しているらしく微動だにしなかった。

　次に信夫が百合乃に襲いかかった。後ろから羽交い締めにしようと腋(わき)の下から手を入れてきた。その瞬間、百合乃は信夫の足の甲を思いっ切り踏み付け、体を少しひねり、肘を力一杯後ろへ突いた。肘は信夫の脇腹に強く当たり、「ドッ」という、鈍い音がしたのと同時に信夫の体から「グキッ」と音がして信夫は、

「うむー」

と呻き声を発してその場に崩れた。

　「皆(みんな)、どきな」

勇三が白鞘を手にして立っている。勇三は持っている白鞘を胸の辺りに構え、右手で柄を持ち、鯉口を切り、ゆっくりと抜き、鞘を隅に投げ、「どたっ」と音がした。他の者は気絶している者を隅へと動かしている。

「この野郎」

と、勇三は上段から拝み切りに振り降ろした。

「野郎はそっちだい」

百合乃は間合いを取っていたので半歩下がっただけで躱(かわ)し、勇三を睨み付けた。殴り合いから遂に大段平（だんびら）が飛び出した。唯次郎は、はらはらしながら、「大変なことになった」と、腸（はらわた）の溶ける思いで百合乃を見守っていた。斬(き)り損じて態勢を直し、振り降ろしたままにしていた太刀を、いきなり振り上げ、

「この野郎」

と、上段から斬りかかってきた。その瞬間、百合乃は片膝をつき、両手を後ろに回し、お太鼓の中から、大梃子（おおてこ）を取り出すが早いか、頭上に振り降ろされる刃(やいば)を「ガッ」と受け止めた。刃は交叉した大梃子で止まり、刃がこぼれた。勇三はぐいぐいと力を込めてきた。百合乃も必死に堪(こら)えている。百合乃は受け止めた姿勢のまま立ち上がった。後ろからミシと音が聞こえる。受け止めている大梃子に、抜き身を八相(はっそう)に構えた男が映った。ミシリ、ミシリとその音は段々大きくなり、その男が抜き身を後ろへ引いた途端、百合乃は、颯(さっ)と体を翻した。勇三は慌てて太刀を引き、斬りかかろうとした八相構えの男の抜き身が勇三の首筋に飛んだ。勇三も満身に込めた力がそのまま前に出てつんのめり、八相の男は手許(もと)を引こうとして頭が出て、勇三と嫌というほど鉢合わせをしてしまった。「ゴッツン」とかなり大きな音がすると同時に

「ギヤアー」

と大声を発し、二人とも髻（もとどり）を打って倒れ、頭を抱えて「うんうん」うなり声を上げている。百合乃は二人の太刀を素早く手にし、庭の松の木を目がけて投げると、「ズコ」「ズコ」と二本とも黒松に突き刺さった。

　これを見た百太郎は逃げようと立ち上がった、そこへ大梃子が飛んできて、大腿(ふともも)に刺さり、引っ繰り返った。主の急を見て、若い衆が百合乃に襲いかかろうとしたところを「きっ」と睨みかえし、懐から子梃子(こてこ)、数本を取り出し、投げ付けた、それが、孝之、敏夫、弘繁などの大腿に刺さり、皆、倒れた。百合乃はサッサッサッと百太郎の所へ走り寄り、

「さっさと、二人の所へ案内しなっ」

「ここにゃあ、居ねえ」

「まだ、言ってやがる。これでどうだい」

と、百合乃は大腿に刺さっている大梃子を動かした。

「痛てててて」

「まだ、性根に入らないのかい」

「痛ててて。判ったよ、判った」

「で、二人とも、どうする気だったんだい」

「でへへへ」

「この助平野郎が」

「痛ててて。もう堪忍して下さいよぅ。その手を緩めて

おくんなさい」

「さあ、案内しなっ」

急(せ)かされて、百太郎は片膝を立て、よろよろと立ち上がり、片足を引きずりながら、柱、壁、障子と伝い歩きをし、這うようにして、二階へ上がり、真ん中の部屋で、

「茂生、二人を連れて出てくるんだ」

と言うと、「ギィー」と扉が開き、唯次郎の女房、里美と娘、宣子が出て来た。唯次郎と感動の再開をし、

「大丈夫か、無事か」

「大丈夫、大丈夫。何ともないから」

「そうか、そりゃあ、よかった」。

と喜び合った。二人は着のみ着のまま連れてこられたらしく、手に何も持っていなかった。

百合乃、唯次郎と里美、宣子は急いで階段を降りた。後ろから茂生が付いてきているのを知らなかった。座敷を通り、百合乃は三人に沓脱ぎ石から帰るよう促した。

「姉さん一人にしとけないよう」

「何、言ってんだい。お前が居ても役に立たないよう、兎に角、速く…」

「そんなあ、でも…」

「そんなことより、速く、速く」

「それじゃあ、済みません」

急(せ)かされて、唯次郎は自分の靴を履いたが、里美と宣子の履物がない、どうしようかと迷っていると

「兎に角、ここを出るんだ、裸足(はだし)でも仕方ないから…、速く」

唯次郎には靴があったが二人は裸足のまま立ち去り、門に向かって一目散に駆け、門から消えた。

　それを見届けた時、百合乃は首筋に「ザクッ」というような違和感を感じ、咄嗟(とっさ)に振り向くと、茂生が太刀を振り降ろしたところであった。茂生を睨つけ、

「後ろから斬るとは、見上げた根性だねえ。それも百太郎の

教えかよっ」

と声を荒げて言い返した。茂生は無言のまま、太刀を上段に構え直し、

「クッソ」

と、素手の百合乃に左袈裟(けさ)掛けに斬りかかった。仁王立ちしていた百合乃は、颯(さっ)と左に体(たい)を躱(かわ)し、振り降ろしたところの、太刀の柄を右手で押さえ、左手で柄の空いているところを握り、両手で押し下げ、太刀を奪い取った。茂生は下に引っ張られて引っ繰り返り、勢いあまって、起き上がった。そこを、取られた太刀の鎬(しのぎ)が襲った、「ガッ」と音がして茂生は倒れた。今、切られた着物の衿(えり)のところが更に開き、背中がすーすーする。衿から下が出て、彫り物が顔を出している。

　この様子を見ていた久寿次は、

「中々、お見事な腕前で、見ていて惚れぼれしやす」

「そうかい、お手前、独身かい。なら、嫁に貰っとくれよ」

「そうは行かねえのが、渡世の義理。姉さんにゃあ、何の恨みも御座いやせんが、このまま帰って貰う訳にはいかねえっ、てのは（ということは）姉さんも、よおーくご存じの筈…」

「ああ、仕方ないねえ」

久寿次は居合いの形から颯(さっ)と抜きざま、

「えーい」

と横払いで斬(き)りかかってきた。百合乃は奪った太刀の柄の真ん中辺りを持っていた。突然の横払いに左手で前を持ち、左肩を下げ、太刀を振り上げ、

「やーっ」

と止めた。「キーン」と音がして刃がこぼれた。久寿次は髪を入れず、八相から右袈裟(けさ)掛けに斬りかかった。百合乃は太刀を反(かえ)し、踏み込んで止めた。久寿次は少し後退（ずさ）りした。ここで百合乃は左八相に構え、中段に構える久寿次を左袈裟掛けに

「ええっ」

と斬り込んだ。久寿次は

「はっ」

と右払いで止め、この斬り合いが三、四回つづき、久寿次はまたも八相に構えた。百合乃は一歩引いた。衿(えり)を切られ、袖口が下がり、太刀を振るのが難しくなった。百合乃は太刀を左手で持ち、右手を袖に引っ込めて片肌脱ぎ、袖を着物と帯の間に押し込んだ。子梃子(こてこ)を大腿に受けて、転がっている若い衆からは肌は見えない。百合乃は柄を握る手を持ち替えた。左の胸の真ん中辺りに大輪（たいりん）の芍薬(しゃくやく)が一輪、周りには大きさを違えた紅牡丹(ぼたん)と芍薬がそれぞれあしらわれている。その左袖から腕を抜き、諸肌が露(あらわ)になった。倒れたまま、斬り合いを見ている若い衆は、口々に

「ほーう」

と溜め息をついた。

双方は座敷の真ん中辺りに位置していた。久寿次は奥の座敷を背に、八相の構えで立ち、百合乃は青眼(せいがん)に構え、睨み合っている。双方とも青眼の構えより、双方の間は詰まっている。百合乃の切っ先から久寿次の顔まで、約、二尺あまり、百合乃は青眼のまま、曲げている肘(ひじ)を、「つっ」と伸ばした。すると、切っ先は久寿次の目の前に迫り、久寿次は

「ううっ」

と思わず顔を、のけ反(ぞ)るように下げた。透かさず、百合乃は「つ、つ、つ、」と突き進んだ。久寿次は「うわっ」と驚いたようにそのまま後退(ずさ)りし、その分、百合乃は突き進み、久寿次はのけ反ったまま足を後ろに交わし、奥の座敷との間の鴨居(かもい)に近づいた。このまま下がると、八相に構える久寿次の太刀が鴨居に当たり、隙(すき)が生じる。勝負事は隙を作った方が負ける。百合乃は歩調を速めた。「あ、あー」、百合乃は胸の内で叫んだ、どうした事か、久寿次は八相から太刀を下段にし、鴨居には当たらなかった。この男は後ろにも目が付いているのか。

　奥の座敷に入り、百合乃は突き出している切っ先は下げず、歩調も緩めなかった。今度は床柱が近づく。「あ、あー」、またもや百合乃は胸の内で叫んだ。久寿次は退路を曲げ、元の座敷を背にして下がった。久寿次は、対する百合乃に神経を向けると同時に、その部屋で自分の居る位置を周りの状況から察しているようだ。元の座敷へ移り、再び、八相に構えた。右側には倒れている若い衆が二、三人居る。そこへ追い込めば、先(さっき)、蹉(つまず)いた誰かのようになる。百合乃は歩調を更に速め、斜めになりながら久寿次の左横手に「つつつー」と歩を進めた。作戦は当たり、久寿次は若衆を背にする形になった。百合乃はなおも突き進んだ。「あ、あー」、百合乃はこれで三度、胸の内で叫んだ。久寿次は倒れている者の間に下がったのである。これ以上進むと倒れている若い者に足をすくわれる虞がある。見ると久寿次は足を閉じて構えている。足下をぐらつかせれば態勢を崩す。子梃子(こてこ)を足に当てたらどうなる。

　百合乃は子梃子を入れている懐に手を入れようと、右手を柄から離した瞬間、久寿次は左袈裟(けさ)掛けに打ち降ろしてきた。咄嗟(とっさ)に百合乃は太刀を斜めにし、右手で鎬(しのぎ)を押さえて受け止めた。態勢を自ら崩していた百合乃は、相手の太刀を受け止めたが、そのままの姿勢で倒れた、久寿次は更に押さえる力を加えた、絶体絶命。久寿次の体の配分は上半身に集まっている、百合乃は久寿次の下腹を両足で思い切り突き上げた。久寿次の体は「ふわっ」と浮き、巴投げを食らった格好で、「ずっでん」と仰向けに落ちた、反動で上体が起きたがそのまま「どすん」と倒れた。百合乃は久寿次から太刀を奪い取り、見るとぼろぼろに刃こぼれしている。これを床の間に向けて投げた、「ズツ」と床柱に突き刺さった。

百合乃は倒れたままの若い衆のほうを、「きっ」と見つめると、若い衆は皆、顔を逸（そ）らした。百合乃の持っていた太刀も同様、刃こぼれがひどい。これも床柱へ投げて突き刺し、脱いだ袖を通し、脱いだ足袋を懐に入れ、そのまま庭の方へすたすたと歩き、沓脱ぎ石へ降り、履物をはいて庭におり、振り返ることもなく門をくぐった。

向こうから警察官が何人がやってくる。警察官は、背を丸めて風呂敷包みを大事そうに抱える、灰色のシャツと茶色のジャージーのゴムで止めるズボンをはいた初老の女とすれ違った。その女が男物の雪駄(せった)を履いていることなど気付こう、筈も

なかった。

秋代は、十日振りに帰ってきた。店の前には常連客が待ち構えている。

「何処、行っとってんな(行っていたのか)……」

「えらい、済んまへん」

「ほんまに、もう…」

「えらい、済んまへん」

「十日間も…」。

「えらい、済んまへん」

常連客は秋代の帰りを待ち侘びていた。秋代はにこにこ、しながらも問いかけには応えず、無言のまま店の鍵を開け、

入ろうとしていると、常連客の一人が、秋代が大事そうに抱えている風呂敷包みに目をつけ、

「これに答が入ってんねんなあ」

と、風呂敷に手を掛けた。









